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令和 3年度 4月 1日 

附属東洋医学研究所の組織 

所長 林  知也 （内線 370） 

共同利用研究室 

研 究 室 名 主 任 者 名 内 線 

 微細構造解析室 榎 原  智 美 261 

 分子シグナル解析室 鳴 瀬  善 久 370 

 診断情報解析室 和 辻   直 529 

 遺伝子関連物質解析室 千 葉  章 太 267 

 生体防御機構解析室 糸井  マナミ 267 

 生理活性物質分析室 林   知 也 370 

 生体分子解析室 糸井  マナミ 267 

 高次機能解析室 児 玉 香 菜 絵 376 

 生体機能解析室Ⅰ 赤 澤   淳 275 

 生体機能解析室Ⅱ 榎 原  智 美 272 

 生体機能解析室Ⅲ 角 谷  英 治 539 

 行動解析・分析室 岡 田  岬 548 

 生体反応解析室    角 谷  英 治 539 

 薬効解析室 ― ― 

 工作室 廣   正 基 501 

 生体構造解析室 榎 原  智 美 261 

 ＭＲセンター研究室 梅 田  雅 宏 464 

 臨床研究棟研究室Ⅰ 糸 井  恵 612 

 臨床研究棟研究室Ⅱ 山 中 行 人 652 

 附属鍼灸センター研究室 山 崎 翼 548 

 運動機能解析室    林   知 也 370 

 看護情報解析室 仲 口 路 子 761 

 蘇生機能解析室 樋 口 敏 宏 638 

    ※上記主任は、附属東洋医学研究所 所員を兼ねる。 
 

事務局 

所員 村 田 伸 嘉 （内線 313） 



学内共同研究へのいざない 

 

附属東洋医学研究所 

所長 林 知也 

 

2019年末からの新型コロナウイルス感染症の世界的な流行によって、2020年、

2021 年と、教育・研究機関である大学でも様々な影響を受け、本学でも影響は

大きく、その対応に追われました。研究面におきましては、遠隔授業増加などに

よる教育へのエフォート増加による研究時間の減少、ヒトを対象とした研究で

の研究対象者の確保の制限、学外との人的交流の制限など様々な面において、研

究活動が以前よりは制限されてきました。2022 年現在では、研究活動の制限が

随分緩和されてきましたが、“コロナ以前”のようにはなっていないのが現状だ

と感じています。 

歴代の研究所長が何度も言われていますように、本学での研究を発展させる

ために、学外研究資金の確保の他、他の大学や研究機関・企業との学外共同研究

が重要となります。しかし、“コロナ禍”の現在では、学外との交流が以前より

は難しい面もあります。本学では、以前から学内の他の研究者の研究内容をお互

いに知るための機会として学内ポスターワークショップを毎年実施しており、

学内共同研究実施のきっかけづくりの場として期待されています。それに加え、

2021 年度は「明治研究最前線－共同研究へのいざない－」というテーマで、学

内の全学横断的シンポジウムが開催されました。これを機会に、まずは学内での

共同研究の数を更に増やし、学内で研究できる幅を広げることができればと思

っています。上記のように、学外との共同研究実施は、研究の幅と内容を深める

ために必要不可欠ではありますが、”コロナ禍“の現在では、まずは学内におい

て研究を更に進展させるための基盤づくりが少しでもできれば、その後の学外

との共同研究実施に更なる弾みがつくと思っています。本研究所としましても、

これまで以上に、学内共同研究がしやすい環境整備に努めていきたいと考えて

おりますので、研究所員のみならず、本学の教員、関係職員の方々、ならびに関

係する学外の方々には、今後とも更なるご協力をいただきたく、よろしくお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

  



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治国際医療大学附属東洋医学研究所 

共同利用研究室紹介 
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令和３年度 附属東洋医学研究所共同利用研究室報告書 

施 設 名 診断情報解析室 

主任【所属】 和辻 直【鍼灸学講座】 

平均利用人数／日 1 名／日 

施設利用者名 
和辻 直、中川萌海、横山一豊、山本祐子、轟由子、李 豪、 

2021 年度卒論生 

 

研究成果報告 

研究者名；中川萌海、和辻 直 

研究題名：鍼灸関連の国内学会誌における経穴の掲載頻度に関する研究 

【目的】経穴は鍼灸学において診察点・治療点になる重要な部位である。このため、2020 年度の国家
試験から経穴の問題数が増え、20 問となった。しかし経穴の使用は養成施設で充分に教育されていない。
そこで鍼灸関連の学会誌の文献に掲載される経穴に注目し、経穴の頻度と治療目的を調査した。また経
穴部位の根拠も確認した。 
【方法】対象は全日本鍼灸学会雑誌（全日鍼灸会誌と略）、日本伝統鍼灸学会雑誌（伝統鍼灸と略）、日
本東洋医学会雑誌（日東洋医誌と略）、2008〜2020 年に掲載された論文（総説、原著、臨床報告、短報）
で、ヒトを対象とした鍼灸研究で経穴の記載がある文献とした。調査項目は経穴の掲載頻度と治療目的
とした。また経穴部位は WHO/WPRO 標準経穴部位の準拠を確認した。なお単純集計とクロス集計を
行った。 
【結果】各学会誌の文献総数で経穴を含む
論文数は、全日鍼灸会誌 195 中 85 件
（44%）、伝統鍼灸 131 中 24 件（18%）、
日東洋医誌 526 中 25 件（5%）であった。
経 穴 を 掲 載 し た 論 文 134 件 で
WHO/WPRO 標準経穴部位に準拠してい
たのは 4 件のみであった。対象学会誌別は
全日鍼灸会誌で足三里、伝統鍼灸で腎兪、
日東洋医誌で太渓が最も多く掲載された。
全日鍼灸会誌の足三里では 72%が疾病・症状に用い、臓腑、次に筋を目的としていた。伝統鍼灸の腎兪
では掲載全てが疾病・症状に用い、臓腑、次に経絡を目的としていた。日東洋医誌の太渓では 91%が疾
病・症状に用い、治療目的では臓腑が最も多かった。また足三里における各学会誌と東洋医学的な治療
目的では関連性を認めた（P=0.02）。 
【考察・結語】全日鍼灸会誌では他誌に比べ文献総数が多く、鍼灸治療の文献が多かったことから、経
穴の掲載が多かったと考察する。足三里が最多で掲載された理由は、現代医学的、東洋医学的治療共に
多彩な治療目的があるためと考えている。学会誌別に最多で掲載された経穴が違いを認め、その治療目
的にも特徴があることが示唆された。 
 

研究者名；横山一豊、和辻 直 

研究題名：澤田流鍼灸「裏四霊」の取穴位置についての考察 −澤田流鍼灸の遺産を現代鍼灸で活用する

ために− 

【目的】澤田健が創始した澤田流太極療法は鍼灸界に広く知られている。弟子の代田文誌による著書、
『鍼灸治療基礎学』『鍼灸真髄－澤田流聞書』は澤田流の代表書籍である。本書の内容は、一般の鍼灸
師が理解して臨床に使うためには、独自の特徴を持つため、判り難い内容となっている。将来、澤田健
の鍼灸史における価値ある遺産は、単なる遺物になると思われる。これは日本の鍼灸界にとって大きな
損失となる。本研究では、澤田流の判り難さの代表的な「裏四霊（膏肓 2 穴・裏期門 2 穴）」を取り上
げ、臨床的位置を明確にし、一般の鍼灸師が澤田流を活用する端緒にしたい。 
【方法】「裏四霊」を明らかにするため、先ず、判り難さの原因となる要素を提示し、澤田流書籍を用
いて調査した。特に澤田健本人の発言とされている所を重視し、書籍の図を参照した。次に、経穴の位
置に関して文献を比較した。また医学的観点から各種解剖学図、デルマトームなどを調査した。 

27



【結果と考察】諸観点から検討した結
果、「澤田流膏肓」穴は WHO/WPRO
標準経穴部位の膏肓と同一水平位にあ
るが、臨床では開甲法により後正中線
から 3 寸半とすべきこと、また「澤田
流裏期門」穴の位置は背部第 10 肋間で
後正中線から 3 寸半とすることが妥当
と判った。「澤田流膏肓」穴の位置は文
献的に開甲法で取穴するものが多かっ
た。 
「澤田流裏期門」穴の位置が現在まで
不明であった理由は、基準点となる「澤
田流膏肓」穴の位置が明確でなかった
ことと、澤田健の指導法が、指頭感覚
を重視して、自得を促す方法であったため、弟子の理解が及ばなかったためと考えられる。 
【結語】今後、澤田流の臨床実績を遺産として現代の鍼灸界が引き継ぐためには、澤田流経穴を諸観点
から検証し、WHO/WPRO標準経穴部位と比較して、臨床的位置を解明するべきである。 
 

【その他の研究テーマ一覧】 

・ICD-11 伝統医学章の現状と課題 −経脈病証における検討− 

・「民国時代、日本の鍼灸が中国の針灸に与えた影響 −承淡安氏の書籍からみた影響について−」 

・中医針灸の基本経穴における便秘治療の方法と効果に関する文献調査 

・看護師の指導の下で、在宅療養者の家族が行える排便促進について −経穴刺激における効果の検討− 

・自生する草木を用いた養生法（文献調査） 
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図１ in situ ハイブリダイゼーションの結果。 

矢印は胸腺を示す。 

センスプローブ アンチセンスプローブ 

geneE 

Ed14 Ed12 

令和３年度 附属東洋医学研究所共同利用研究室報告書 

施 設 名 遺伝子関連物質解析室 

主任【所属】 千葉章太・【基礎医学講座・免疫微生物学教室】 

平均利用人数／日 2.5 人/日 

施設利用者名 千葉章太、糸井マナミ、足立孝臣 

 

研究成果報告 

研究者名；千葉章太・糸井マナミ【医学教育研究センター・免疫微生物】 

研究課題：「Foxn1により調節される胸腺上皮細胞の分化及び機能に重要な分子の解析」 

[背景と目的] 

１次リンパ器官である胸腺は、T 細胞分化の場であり、生体防御系において中心的な役割を果たす器官
である。胸腺微小環境を構築するストローマ細胞の主な構成成分は上皮細胞である。胸腺上皮細胞は、
T 細胞分化に必要な機能分子を発現し、胸腺細胞に分化シグナルを提供している。Foxn1 は、胸腺上皮
細胞に発現し、胸腺上皮細胞の分化に必須の役割を果たす転写因子である。本研究室では、これまでに
胸腺上皮細胞の初期分化段階における機能分子発現と増殖に Foxn1 が重要であることを示した。加えて、
生後胸腺においても機能分子発現に関わることを見いだした。しかし、胸腺上皮細胞の分化、増殖や機
能分子の発現調節における Foxn1 の役割は、一部しか解っていない。また、胸腺上皮細胞での Foxn1
の標的遺伝子や、Foxn1 による発現調節メカニズムは、まったく解っていない。そこで本研究では、ま
ず、Foxn1 の標的遺伝子を明らかにすることを目指す。 

[方法と結果] 

 これまでに、胎生 12 日目の正常マウスおよびヌードマウスの胸腺原基から抽出した total RNA をも
とに合成した cDNA をサンプルとして、DNA マイクロアレイによる解析を行った。その解析結果から
Foxn1 により直接調節を受ける候補遺伝子を選抜し解析を行ってきた。 
 in situ ハイブリダイゼーションの結果、geneE は、胎生 14 日目の正常型マウスにおいて、アンチセ
ンスプローブを用いたサンプルに濃い染色が見られ、胸腺において発現しているようにみられた（図１、
矢印）。 
免疫組織染色法による geneE タンパク質の時間的発
現 
GeneE に対するタンパク質分子を認識する特異的
抗体を用いて、免疫組織染色を行い、正常マウスにお
ける胸腺原基および胸腺内での発現の有無を確認し
た。 サンプルは、正常マウスから Ed12 及び Ed14
の胎仔マウスを摘出し、未固定のまま OCT コンパウ

ンド中に投入し、直ちに液体窒素中で凍結させて包埋し
た。胎仔は 5µm の厚さで凍結切片に加工した。サンプル
は、アセトンにより固定した。各候補遺伝子のコードす

るタンパク質分子を認識する特異的抗体を一次 
抗体に用いた。二次抗体には、Alexa Fluor 488 

goat anti-rabbit IgG (Molecular probes)を用いた。
結果は、蛍光顕微鏡下で観察した。 
 その結果、geneE から翻訳されるタンパク質分
子は、正常マウスにおいて、Ed12 の胸腺原基およ
び、Ed14 の胸腺において発現していることが確認
された（図 2）。 

図 2 免疫組織染色の結果、正常マウスの胎生 14 日目の胸腺および胎生 12 日目の

胸腺原基において、geneE がコードするタンパク質の発現が確認された（矢印）。 
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図３ 免疫組織染色の結果、Ed12 のヌードマウス胎仔では胸

腺原基を構成する細胞の細胞質と思われる場所にはその発現

は見られなかった。（矢印）。 

Ed12 正常マウス Ed12 ヌードマウス 

図 4 免疫組織染色の結果、Ed12 の正常マウス胎仔では

ケラチンと geneE タンパク質の発現パターンが一致して

いる細胞が確認でき geneE は胸腺上皮細胞で発現してい

ることが確認できた。またヌードマウスでは、胸腺上皮

細胞での発現はみられなかった。 

geneE タンパク質はヌードマウス胸腺原基で正常マウスと異なる発現パターンを示す可能性が高い 
 次に、geneE ののコードするタンパク質分子を認識する特異的抗体を一次抗体に用いて、ヌードマウ
ス胸腺原基での発現を免疫組織染色により調べた。その結果、geneE タンパク質は、 Ed12 の正常マウ
ス胎仔では胸腺原基を構成する細胞の細胞質と思われる場所にも発現が見られたのに対して、Ed12 の
ヌードマウス胎仔では胸腺原基を構成する細胞の細胞質と思われる場所にはその発現は見られなかっ
た。(図３）。加えて、胸腺上皮細胞のマーカーであるケラチンを用いて多重染色を行ったところ、geneE
タンパク質は、胸腺上皮細胞で発現していることが確認できた（図４） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

[考察] 

DNA マイクロアレイのデータから選抜した Foxn1 標的候補遺伝子のうち、胎生 12 日目のヌードマウ
ス胸腺原基で発現量が減少していた遺伝子についてそれらをコードしているタンパク質に対する特異
的抗体を用いて免疫組織染色による解析を行なった結果、geneE がコードしているタンパク質分子は、
正常マウスにおいて胎生 12 日目の胸腺原基および、胎生 14 日目の胸腺において発現していることを確
認した。また、geneE がコードしているタンパク質分子は、胎生 12 日目のヌードマウス胸腺原基で正
常マウスとは異なる発現パターンをすることが示唆された。今後は、geneE 遺伝子周辺の Foxn1 結合
配列を探索し、geneE の発現調節が行われている領域の同定を試みたい。 
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令和 3年度 附属東洋医学研究所共同利用研究室報告書 

施 設 名 生体機能解析室Ⅰ 

主任【所属】 赤澤 淳・【基礎教養講座・自然科学ユニット】 

平均利用人数／日 ２．０人／日 

施設利用者名 赤澤淳，角谷英治，上村琉喜，竹内信喜 

 

研究成果報告 

研究者名；赤澤淳． 

【はじめに】 

新型コロナウイルスの影響により，ヒトが集まるスポーツジムよりも自宅で筋力トレーニングを行う

人が増えているが，トレーニング前後の筋の状態変化を定量的知見に基づき言語化するシステムは極め

て少ない．本研究の目的は，筋力トレーニング前後において，筋肉を収縮させるための脳・脊髄から筋

線維までの制御システムがどのように変化したかを 5%MVC(最大随意筋力)程度の低強度負荷時に記録

した表面筋電図を解析し，筋疲労状態を言語化するシステムを構築することである．申請者が開発した

システム（Akazawa J., 15th Polish-Japanese seminar, 2019）を改良し，運動単位の活動動態を定量

的に評価するモデルを構築することにより，筋力トレーニングにおける筋疲労状態を言語化することが

可能になると考えた． 

 

【方法】 

上腕二頭筋筋力トレーニングを行う．強度は 65%1RM とする．指定した強度で最大限可能な回数を

1 セットとして，3 セット行う．この筋肥大を目的とした最大反復法を適用したトレーニングを行い，

トレーニング前後の マルチチャネル表面筋電図を記録する．記録したマルチチャネル表面筋電図は開

発した筋疲労評価モデルを適用して解析を行い，筋疲労状態の言語化を試みた 

 

【結果・結論】 

筋疲労評価モデルとして，一次遅れ要素のインパルス応答

の波形を適用したモデルを試作した（図 1）．モデルのパラメ

ータは A=70，B=0.90，C=30 とした．トレーニング前後の

発火周波数がそれぞれ 16.6 (Hz)と 5.9（Hz）であったので，

算出した Levelは 2.82/5.0 のやや筋疲労状態と評価され，本

手法の有用性が示唆された(図 1)． 

 

 

【成果発表】 

1. 赤澤淳, ヒト筋疲労状態言語化により筋力トレーニングをサポートするシステムの構築についての

検討，令和 3 年度 全学研究ポスターワークショップ，2022． 

図 1 筋疲労評価指標 
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令和 3年度 附属東洋医学研究所共同利用研究室報告書 

施 設 名 行動解析・分析室、生体機能解析室Ⅲ、生体反応解析室 

主任【所属】 岡田岬【鍼灸学講座】 

平均利用人数／日 1 人/日 

施設利用者名 岡田岬、福田文彦、何驍雋 

 

研究成果報告 

研究者名；何 驍雋、福田文彦 

 
目的：Chronic Unpredictable Mild Stress(CUMS)うつ病モデルラットを用いて頭部鍼通電刺激の抗
うつ効果を検討した。 
方法：SD系ラットをコントロール群(通常飼養：11匹）、CUMS群(12匹)、治療群(CUMS+頭部鍼通電
刺激群：12匹)に群分けを行った。CUMSうつ病モデル 
は、28 日間で作成した。頭部鍼通電刺激(百会相当部位、印堂穴相当部位、2Hz、1mA、20 分)はモデ
ル動物作成と並行して毎日 1 回行った。28 日後、行動試験(体重測定、強制水泳試験、シュークロース
試験、オープンフィールド試験)を行った。統計処理は一元配置分散分析および多重比較(Bonferroni)を
行った。本研究は明治国際医療大学動物実験委員会の承認(2020003)を得て実施した。 
結果：体重は、3 群間に有意差(p=0.003)を認めた。コントロール群と比較して CUMS 群、治療群とも
有意(p=0.003、p=0.059)に体重は低かった。CUMS 群と比較して治療群に有意差(p=0.778)を認めなか
った。 
強制水泳は、3 群間に有意差(p=0.029)を認めた。コントロール群と比較して CUMS群は有意(p=0.034)
に静止時間が長く、治療群は有意差(p=1.00)を認めなかった。CUMS群と比較して治療群の静止時間は
短かった(p=0.148)。 
シュークロース試験は、3 群間に有意差(p=0.023)を認めた。コントロール群と比較して CUMS 群、治
療群とも有意差(p=1.000、p=0.143)を認めなかった。CUMS 群と比較して治療群は有意(p=0.024)にシ
ュークロースを好む割合が高かった。 
オープンフィールド試験は、3 群間に差のある傾向(p=0.078)を認めた。 
考察・結論：強制水泳の静止時間は抑うつ状態、シュークロース試験は興味や喜び(報酬効果)の評価で
ある。頭部鍼通電刺激は、CUMSによるこれらの変化を有意に改善もしくはコントロールに近い値に改
善したことから抗うつ効果が認められると考える。 
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令和 3年度 附属東洋医学研究所共同利用研究室報告書 

施 設 名 工作室 

主任【所属】 廣 正基・【鍼灸学講座】 

平均利用人数 延７名／年 

施設利用者名 免疫、解剖、柔整、鍼灸、事務、（新生商会） 

 

研究成果報告 

 

 
工作室は，実験研究に必要な備品自作するために，工作室備品（下表）により、切断、穿孔、研磨、組
立等が可能である。令和 3 年度はのべ７名の利用があった。 
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明治国際医療大学附属東洋医学研究所 

研 究 業 績 一 覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



明治国際医療大学 

(平成２０年４月１日 明治鍼灸大学から改称) 

附属東洋医学研究所 

【組織構成】令和３年４月１日現在 

運営委員会委員長 

       林 知也 

(所長) 

教授  ：  林 知也 

       

(所員) 

教授  ：   糸井 マナミ 

       糸井 恵 

梅田 雅宏 

角谷 英治 

仲口  路子 

鳴瀬 善久 

       林  知也 

       樋口 敏宏 

廣  正基 

       和辻 直 

        

准教授  ：  榎原 智美 

        

講師  ：  赤澤 淳 

千葉 章太 

山﨑 翼 

山中 行人 

 

助教  ：  岡田 岬 

       児玉 香菜絵 

 

事務職員：  村田 伸嘉 

 

 

◇附属東洋医学研究所の概要 

 明治国際医療大学 附属東洋医学研究所は、昭和５８年の

明治鍼灸短期大学からの４年制大学ヘの改編、昭和６２年

の附属病院開設、平成１６年の柔道整復学科、平成１８年

の看護学科の設置に伴い、これら複数の医療分野を包括し

た医療分野の研究の推進と研究者の養成を目的として運営

されてきました。さらに平成２９年４月に新設された救急

救命学科における蘇生医学領域の研究を展開すべく蘇生機

能解析室を平成３０年４月に設置しました。 

 本研究所は学内のみならず他の大学や研究機関等との共

同研究の推進や研究施設相互利用にも広く門戸を解放する

ことで、上記の異なる医療分野の間、異なる機関の間にお

ける研究提携と新たな学術領域の創成を触発することで現

代医学と伝統医学・西洋医学と東洋医学の発展的融合を目

指しています。 

 

 本附属東洋医学研究所の主な共同利用施設としては、以

下に挙げる諸施設があります。 

 

1． 微細構造解析室 

2． 分子シグナル解析室 

3． 診断情報解析室 

4． 遺伝子関連物質解析室 

5． 生体防御機構解析室  

6.  生理活性物質分析室 

7.  生体分子解析室 

8.  高次機能解析室 

9.  生体機能解析室Ⅰ 

10. 生体機能解析室Ⅱ 

11. 生体機能解析室Ⅲ 

12. 行動解析・分析室 

13. 生体反応解析室 

14. 薬効解析室 

15. 工作室 

16. 生体構造解析室 

17. MRセンター研究室 

18. 臨床研究棟研究室Ⅰ 

19. 臨床研究棟研究室Ⅱ 

20. 附属鍼灸センター研究室 

21. 運動機能解析室 

22. 看護情報解析室 

23. 蘇生機能解析室  

 

【著書】 

1) 糸井マナミ：2022 国家試験過去問題集徹底攻略！あ

ん摩マッサージ指圧師用第20回～第29回（共著）「担

当：衛生学・公衆衛生学」（学校法人 明治東洋医学

院編集委員会 編）. 医道の日本社,2021. 

2) 糸井マナミ：2022 国家試験過去問題集徹底攻略！は

り師きゅう師用第20回～第29回（共著）「担当：衛

生学・公衆衛生学」（学校法人 明治東洋医学院編集

委員会 編）. 医道の日本社,2021. 

3) 糸井マナミ：2022 国家試験過去問題集徹底攻略！柔

道整復師用第20回～第29回（共著）「担当：衛生学・

公衆衛生学」（学校法人 明治東洋医学院編集委員会 

編）. 医道の日本社,2021. 

4) 糸井恵：2022 国家試験問題徹底攻略・あん摩マッサ

ージ指圧師用（第20-29回リハビリテーション医学）   

（共著）pp 235-264,2021.06. 

5) 糸井恵：2022 国家試験問題集 徹底攻略・はり師き

ゅう師用（第 20-29 回リハビリテーション医学）   

（共著）pp 241-266,2021.06. 

6) 林知也, 中山登稔：2022 国家試験過去問題集徹底攻

略！あん摩マッサージ指圧師用第20回～第29回（共

著）「担当：生理学」（学校法人 明治東洋医学院編

集委員会 編）. 医道の日本社, pp 82-115,2021.06. 

7) 林知也, 中山登稔：2022 国家試験過去問題集徹底攻

略！柔道整復師用第20回～第29回（共著）「担当：

生理学」（学校法人 明治東洋医学院編集委員会 編）. 

医道の日本社, pp 266-329,2021.06. 
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8) 林知也, 中山登稔：2022 国家試験過去問題集徹底攻

略！はり師きゅう師用第20回～第29回（共著）「担

当：生理学」（学校法人 明治東洋医学院編集委員会 

編）. 医道の日本社, pp 82-115,2021.06. 

9) 廣正基：2022 第20回〜第29回徹底攻略！国家試験

過去問題集 あん摩マッサージ指圧師用（共著）（学

校法人 明治東洋医学院編集委員会 編）. 医道の日

本社,2021.07. 

10) 廣正基：2022 第20回〜第29回徹底攻略！国家試験

過去問題集 はり師きゅう師用（共著）（学校法人 

明治東洋医学院編集委員会 編）. 医道の日本

社,2021.07. 

11) 和辻直,斉藤宗則, 篠原昭二: ICD-11 伝統医学章の

現状と課題, バイオメディカル・ファジィ・システ

ム学会 バイオメディカル・ファジィ・システム学会

論文集,2021.12.26. 

12) 笠島多恵子, 和辻直: 「なやみ」と学習の悪循環−東

洋医学概論のネガティブな学習形態とは

−,47(3):255-275, 日本伝統鍼灸学会,2021.03.01. 

13) 桐浴眞智子, 和辻直: 薬物療法と鍼治療の併用が生

活の質の向上に有効であった化学療法誘発性末梢神

経障害の 2 症例,48(1):40-56,日本伝統鍼灸学

会,2021.07.01. 

14) 山中行人, 渡辺彰英: エビデンスに基づいた眼窩骨

折の手術時期と再建材料の選択,38(1):47-52, メデ

ィカル葵出版 あたらしい眼科,2021.01. 

 

【学術論文】 

1) Miyazaki J, Yamamoto H, Ichimura Y, Yamashiro H,

 Murase T, Yamamoto T, Umeda M, Higuchi T: Resti

ng-state functional connectivity predicts recove

ry from visually induced motion sickness, Spring

erLink Exp Brain  Res.239(3):903-921,2021.01.13. 

2) Murase T, Umeda M, Higuchi T: Investigation of 

Acupuncture-specific BOLD Signal Changes Using 

Multiband Acquisition and Deconvolution Analysis., 

Japanese Soiety for Magnetic Resonance in Medicine 

Magn Reson Med Sci,20(4):425-430,2021.12.01. 

3) 伊佐治景悠, 邵仁哲, 林知也, 髙羽夏樹, 角谷英治, 

納谷佳男: 仙骨部骨膜への鍼刺激による精子運動率の

上昇効果－精漿成分を指標とした生化学的検討－, 明

治国際医療大学誌,18:17-25,2021.01. 

4) Hiroki Ueta, Hideharu Tanaka, Hiroshi Takyu, Ryo 

Sagisaka, Shota Tanaka, Toshihiro Higuchi, 

Hiroyuki Akihama, Hiroyuki Takahashi, Tomoya 

Kinoshi, Syuji Sakanashi: Improvement in regional 

disparities in prehospital emergency medical care 

systems using the prehospital care index: a study 

of how the timing of adrenaline administration by 

paramedics impacts cerebral functioning prognosis, 

Journal of EMS Medicine,2021.09.28. 

5) 和辻直,橋本厳,粕谷大智, 藤本新風,篠原昭二: 臨床

における経絡・経穴の意義を改めて問う, 全日本鍼灸

学会 全日本鍼灸学会雑誌,72(1):14-27,2021.02.01. 

6) 斉藤宗則, 和辻直, 鈴木聡, 山下幸司, 村瀬智一: 第

9回厚生労働省ICFシンポジウム「ICD-11と ICF利活

用の新たなステージを展望する〜様々な現場における

共通言語を目指して〜」参加報告, 全日本鍼灸学会 全

日本鍼灸学会雑誌,71(2):116-120,2021.05.01. 

7) Taro Koike 1, Satomi Ebara 2, Susumu Tanaka 3, 

Masahiko Kase 3, Yukie Hirahara 3, Shinichi Hayashi 

3, Souichi Oe 3, Yousuke Nakano 3, Masaaki Kitada 

3, Kenzo Kumamoto 2: Distribution, fine structure, 

and three-dimensional innervation of lamellar 

corpuscles in rat plantar skin, Cell Tissue 

Res,386(3):477-490,2021.12. 

8) Yamanaka Y, Watanabe A , Rajak SN , Nakayama T ,

 Sotozono C: The trend of recovery period on pos

toperative eye movement in orbital blowout fract

ures, Journal of Cranio-Maxillo-Facial Surgery.2

021.02. 

9) Misaki Okada: Using a radiopaque marker with 

radiography for evaluating colonic transit by 

geometric center in conscious rats: A novel method, 

Autonomic neuroscience : basic & clinical,2021.01 

 

【学会発表】 

1) 梅田雅宏、福永雅喜、定藤規弘、渡邊康晴、河合裕子、

村瀬智一、樋口敏宏: 7T-MR 装置を用いた 1H-CSI に

よる脳の代謝物計測, 日本磁気共鳴医学会,横

浜,2021.10.11,口演 

2) 梅田雅宏、林知也, 樋口敏宏、渡辺康晴、河合裕子、

村瀬智一、樋口敏宏: 1H-MRS による運動後の下腿のヒ

ラメ筋に生じるアセチル -L- カルニチンの観測, 第

49回日本磁気共鳴医学会大会,横浜,2021.10.12,口演 

3) 吉田行宏, 福田晋平, 和辻直: 鍼灸の基礎実習への

オンデマンド動画導入の試み, 第70回全日本鍼灸学

会学術大会,福岡,2021.06.04,ポスター 

4) 和辻直: 日本におけるICD-11経脈病証への経緯と課

題, 今後の活用について, 第70回全日本鍼灸学会学

術大会,福岡,2021.06.04. 

5) 高士将典，和辻直: 東洋医学健康調査票(0HQ57)の信

頼性について（第三報）, 第70回全日本鍼灸学会学術

大会,福岡,2021.06.04,ポスター 

6) 郷美由貴，和辻直: 成人方アトピー性皮膚炎の食事指

導に関する文献調査 東洋医学に基づく食養生の研究

の現状と課題, 第70回全日本鍼灸学会学術大会,福

岡,2021.06.04,ポスター 

7) 國分俊明，和辻直: 障がい者の鍼灸治療への医師・相

談支援専門員へのアンケート調査, 第70回全日本鍼

灸学会学術大会,福岡,2021.06.04,ポスター 

8) 桐浴眞智子，和辻直: 証に基づく鍼治療の併用でQOL

が向上した感覚性CIPNの1例, 第70回全日本鍼灸学

会学術大会,福岡,2021.06.04,ポスター 
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9) 西田秀明, 和辻直, 角谷英治, 糸井啓純: 合谷穴へ

の鍼刺激による大腸運動の変化 -健康状態と鍼刺激

効果の関連性-, 第70回全日本鍼灸学会学術大会,福

岡,2021.06.04,口演 

10) 川口駿平, 和辻直: 円皮鍼の遠隔刺激が筋疲労に及

ぼす影響, 第 70 回全日本鍼灸学会学術大会,福

岡,2021.06.04,口演 

11) 和辻直, 桐浴眞智子, 斉藤宗則, 篠原昭二: 東洋医

学概論の教育項目における学修目標の度合の評価 日

本伝統鍼灸学会賛助会員と教員の比較, 第70回全日

本鍼灸学会学術大会,福岡,2021.06.05,ポスター 

12) 和辻直, 篠原昭二, 橋本厳, 粕谷大智, 藤本新風: 

臨床における経絡・経穴の意義を改めて問う, 第70

回全日本鍼灸学会学術大会,福岡,2021.06.06. 

13) 高橋正子, 和辻直: 鍼灸歌賦「玉龍歌」における透刺 

−竇漢卿との観点から,第49回日本伝統鍼灸学会学術

大会,沖縄,2021.11.13,口演 

14) 横山一豊, 和辻直: 澤田流鍼灸「裏四霊」の取穴位置

に関する考察について −澤田流鍼灸を現代鍼灸で活用

するために−,第 49 回日本伝統鍼灸学会学術大会,沖

縄,2021.11.13,口演 

15) 谷垣俊行, 和辻直: 硬結と鍼灸に関する文献調査 −

硬結の定義、研究、鍼灸臨床における現状と課題−,第

49回日本伝統鍼灸学会学術大会,沖縄,2021.11.13,口

演 

16) 和辻直: 経絡病証が関与した右示指痛に対する鍼治

療の一例, 第25回日本統合医療学会,京都,2021.12.1

8,口演 

17) 山﨑翼: 顔面部への刺激が心身に与える影響につい

て 鍼刺激とフェイシャルケアの比較, 第28回日本

未病学会学術総会,2021.11.20,ポスター 

18) 山中行人: 上達への近道！眼形成手術の基本手技プ

ラスα2021, 第44回日本眼科手術学会,2021.01.28 

19) 岡田岬: 鍼刺激による瞬時心拍数減少反応に対する

思い込みの影響, 全日本鍼灸学会,2021.06 

20) 前田尚輝、児玉香菜絵: 手技療法における軽擦法が施

術に与える効果, 公益社団法人日本柔道整復師会第1

3回大阪学術大会,2021.10.17,口演 

21) 児玉香菜絵,高本考一,西条寿夫: トリガーポイント

圧迫の腰痛鎮痛効果は島皮質→背内側前頭前野間の機

能的結合性低下と関連する, 公益社団法人日本柔道整

復師会第13回大阪学術大会,2021.10.17,口演 

 

【その他の発表】 

1) 糸井マナミ: 免疫系調節における鍼灸の可能性, 予

防医療臨床研究会,2021.10.10. 

2) 和辻直: 鍼灸について, 日本統合医療学会 認定講

習セミナー 第３回,2021.05.01. 

3) 和辻直: 伝統鍼灸における診療とその有用性 −主に

舌診･問診・背診について−,(公社)愛媛県鍼灸師会第

2回生涯研修会,愛媛,2021.09.26. 

4) 和辻直: 経脈・経筋における鍼灸臨床の活用 −四診

（主に切診・切穴)を活用した鍼灸治療−,(公社)愛媛

県鍼灸師会第2回生涯研修会,愛媛,2021.09.26. 

5) 和辻直: 経絡病証の経緯、意義そして活用, 第49回

日本伝統鍼灸学会学術大会,沖縄,2021.11.13. 

6) 和辻直: ツボを活用したセルフケアとセルフマネジ

メント, 第25回日本統合医療学会,2021.12.18. 

7) 山﨑翼: 専門講座「美容鍼灸領域における研究の最

新知見」,神奈川県鍼灸師会新人研修会,2021.08.22. 

 

【研究費補助金】 

1) 樋口敏宏：令和3年度学内研究助成, ICTを利用し

た教育の効率化「遠隔実習教育のためのVR教材高度

化の研究」,237千円. 

2) 赤澤淳: 令和3年度学内研究助成, ヒト筋疲労状態

言語化により筋力トレーニングをサポートするシス

テムの構築,247千円. 

3) 千葉章太: 令和3年度学内研究助成,  Foxn1により

調節される胸腺上皮細胞の分化及び機能に重要な分

子の解析,136千円. 

4) 山崎翼: 令和3年度学内研究助成, 味覚に対して鍼

刺激が与える影響についての検討―減塩などの食養

生としての可能性の探索―,212千円. 

5) 岡田岬: 令和3年度学内研究助成, オピオイド誘発

性便秘症による結腸伝播運動の遅延に対する鍼刺激

の影響,242千円. 

6) 児玉香菜絵: 令和3年度学内研究助成, 種類の異な

るトリガーポイントに対する手技療法が筋に与える

影響,168千円. 

7) 梅田雅宏: 先端研究基盤共用促進事業 先端研究設

備プラットフォームプログラム, 2,999千円（299千

円）. 

8) 樋口敏宏（代表）：科研費, 基盤研究（Ｃ）, グリン

パティックシステムと脳内酸化ストレスの画像化と

解析による神経疾患の診断治療. 

9) 岡田岬（代表）: 科学研究費助成金, 若手研究,オピ

オイド誘発性便秘症に対する鍼治療の有効性の検討. 

500千円（150千円）. 

 

【学外との共同研究】 

1) 榎原智美，熊本賢三, 古田貴寛，吉田篤（阪大・歯・

口腔解剖第二），Ahissar E，Bagdasarian K (イスラ

エル Weizmann科学研究所, Neurobiology)，小池太

郎（関西医大・解剖）：ラットヒゲニューロンにおけ

る一次感覚ニューロンの機能形態の同時追究． 本

学は正式に大阪大学と共同研究契約締結

（2019-2022）. 

 

【その他の印刷物】 

1) 和辻直: 伝統鍼灸の統一理論を目指して, 乳幼児の

四診法. 第5回伝統鍼灸臨床セミナー 日本伝統鍼

灸学会, 1-9, 2021.07.04. 

2) 奥村裕一, 和辻直, 寺澤佳洋, 森田智: 舌診を臨床
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に活かす, 森ノ宮医療学園出版部編集室 

Tehamo,1(2):117-131,2021.10.29. 

3) 山﨑翼: 慢性疼痛診療ガイドライン,2021.06.30. 
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